
























































































































































のである。初期は能のあらすじを話すストーリーテラー 役割を果たすだけであったが、シテの装束が豪華になって くにつ 、装束


























































れた。将軍足利義政の後援を受け盛大 開かれた三日間 出来事は『糺河原勧進猿楽日記』に記録され、ここに最古の記録として狂言「ハチタゝキ」の記載が見られる。この記録によって「ハチタゝキ」という曲名の狂言が、長俊が生まれる以前に演じられてい ことが分かる。〈輪蔵〉の風流アイとして本稿で用いている大蔵流「福部の神
　











には「脇狂言之類」と「万集類」のそれぞれに はちたゝき」と題した曲が記載される。 「匏神」は風流アイとは別曲として扱う。 『大蔵虎明本』はどちらの類も〈輪蔵〉のアイにするが、次に挙げる鉢叩き僧が歌う「 ちたゝき」の歌は「万集類」 はあるが 脇狂言之類」には記載されない。
よき光ぞと影たのむ、よのほひかりとたすけたのみ、きよむ、仏の御寺たつふね、きょひょん。海もみえざる西 空夕日かくれの霧間より、ながれは是か、かなはじな、会津の里へ六つの里人、きょひょん。 （以下略）
（ 『大蔵虎明本』 「万集類」 「はちゝたたき」 ）
この二曲のうち、寛正五年の「ハチタゝキ」がどのような内容の











































































































































































在し、その背景の元、 〈輪蔵〉で風流アイが演じられた。 〈輪蔵〉全体を分析した結果、作品の素材は互いに影響関係をもち構成されていることがわかる。 「輪蔵」 、 「北野社」 、そして「鉢叩き僧」といった主軸が置かれ 別個の芸能を構成しているにも関わらず、密接な一つ一つの要素のつながりは作品の素材とするものに して深く理解しているから そ成し得
どの素材にも共通していえることは、 「長俊が生きた当時」の事
物であること、即ち当代性を有 て作品内に存在してい ことである。当時の人々にとって、輪蔵といえば北野社、そして北野社界隈では諸芸能が行われ ことが認識されていなければ、見事な作リ物
を製作し、 「見たものをそのまま」という姿勢をとる必要性が
消失し、風流アイの形式で鉢叩き僧を登場させることで 即ち全を同一次元 描くという効果を得ること 出来な 。当代性をもつ素材 使って長俊が最も表現したかっ 〈輪蔵〉 主題は、長俊目に映った北野社における輪蔵を囲む賑わいではないだろうか 共通認識としてある存在を、観客にとって目新しく映し すことに重点を置いた 考える。そのために風流能の特徴を示す演出や間狂言に至るまで、自身が用いる事 出来 全て 手法を最大限に活用していた。
長俊の能が風流能と言われる特徴を満たすためには、脈々と続く







































































徳田和夫「北野社頭の芸能」 （ 『芸能文化史』四号・ 文化史研究会・
一九八一年十二月）
⒀
　
江口文恵氏のご教授による。
